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V334a CTA大口径望遠鏡初号機の焦点面カメラ統合試験
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Cherenkov Telescope Array(CTA)計画は、LST(口径 23 m)、MST(口径 12 m)、SST(口径 4 m)の異なるエネ
ルギー観測範囲を持つ大気チェレンコフ望遠鏡を並べ、全天観測を行う国際計画である。北半球のラ・パルマ島
(スペイン)、南半球のパラナル (チリ)に計約 120台建設される予定で、全体で 20 GeV-300 TeVのエネルギー観
測範囲を持ち、従来の大気チェレンコフ望遠鏡の 10倍の感度を持つ。CTA計画には 32ヶ国が参加しており、そ
の中でもCTA Japanグループは 20 GeV-1 TeVの低エネルギー側の観測範囲を受け持つ LSTのカメラ建設の中
心的役割を担っている。カメラ部は 7本の PMTとGHz波形サンプリング回路基板などを 1つのモジュールとし
て、265個のモジュールからなる。2018年中頃に LST初号機がファーストライトの予定であり、現在日本で量産
された LST初号機用モジュールは、19モジュール毎に全ての品質管理が終了し、2017年 12月より組上げを開始
する。その後統合試験を経て、LST初号機への取り付けが行われる。本講演では LST初号機の建設状況と、フル
カメラでの品質管理試験、統合試験の結果について報告する。


